新春知事対談（福井放送）
　このページは、令和２年１月３日（金）に福井放送で放送された新春知事対談番組の内容をまとめたものです。
　番組では、今年の打ち上げに向けて着々と準備が進む県民衛星「すいせん」に関して、県民衛星の製造や衛星データの利活用に関わるお二人と杉本知事が、福井県民衛星プロジェクトや本県の宇宙産業の可能性について語り合いました。
　ゲストは、福井県民衛星技術研究組合 衛星製造グループ／セーレン株式会社 研究員　中村　博一さんと、福井県民衛星技術研究組合 衛星データ利活用グループ／株式会社ネスティ 研究員　山西　康介さんです。
（福井県民衛星プロジェクトとは）
【司会】

最近テレビや新聞などで今日のテーマである福井県民衛星に関する話題をよく目にするようになりましたね。知事、まずは福井県民衛星プロジェクトについて教えていただけますか。

【知事】

モノづくり王国福井の技術を生かした新しい産業を興そうと、県内の企業と県の工業技術センター、そして若狭湾エネルギー研究センターが一体になって新しい衛星を打ち上げるプロジェクトです。今年の４月から９月の間に、中央アジアのバイコヌール宇宙基地から打ち上げることになっていて、自治体と県内企業が一緒になって衛星を打ち上げるのは全国初の取り組みです。

今、宇宙産業は、国内で１．２兆円くらいの市場規模ですが、２０３０年代の初めには、倍の２．５兆円くらいになると言われています。２０１６年８月に福井県民衛星技術研究組合を立ち上げ、県民衛星の製造に取り掛かっています。

【司会】

福井から宇宙へと夢が広がるプロジェクトですね。

中村さんと山西さんは、この組合のメンバーとして活動されていますが、普段はどのようなことをされているのでしょうか。

【中村】

組合には、衛星製造グループと衛星データ利活用グループの２つのグループがあります。

私は衛星製造グループで仕事をしていて、こちらにありますような（１／２スケールモデルを指して）、県民衛星「すいせん」を作っています。

実際のサイズは縦横が６０ｃｍ、高さが８０ｃｍ、重さが１００ｋｇ、衛星のなかでは大変小型なサイズのものです。

カメラで地球の画像を撮って、その画像データを地球に送ることが県民衛星の仕事です。

この衛星はとても小さいのですが、地球の自動車を判別できるほど大変高性能のカメラを積んでいます。

【司会】

宇宙から地上の自動車がわかるくらい高性能のカメラなんですね。

そして山西さんはどういったことをされていますか。

【山西】

私は衛星データ利活用グループに所属し、衛星データの利用方法の検討と衛星データを利用するシステムの開発を行っています。広い地域を定期的に撮影できることが衛星データの最大の特長です。この特長を生かして、まずは防災や土木管理、森林管理といった分野での活用を検討しています。

【司会】

衛星から得られたデータは本当にいろいろなところで使われるのですね。

知事、県はどのような役割を担っているのでしょうか。

【知事】

県はまず一つとして、全体のプロデュースをしています。そのほかに衛星の製造や開発には、いろいろな試験設備が必要になります。例えば電波を遮断するための電波暗室を作ったり、ごみやほこりが入らないクリーンルームを作ったり、熱や真空の試験をしたり、振動試験をするような機械を県工業技術センターに置いています。これほどの設備が１か所に集まっているのは全国に３か所しかありません。

またもう一つ、超小型人工衛星研究の第一人者である東京大学の中須賀先生の研究室に県内のエンジニアを派遣し、エンジニアの方の技術習得をサポートしています。
【司会】

中村さんは県工業技術センターでいつも研究開発されていると思いますがいかがですか。

【中村】

今知事がおっしゃったように、大変素晴らしい設備が整っていまして、衛星を製造するうえで必要な試験がほとんどできるような大変素晴らしい施設です。

県民衛星プロジェクト以外でも、大学や企業などの宇宙開発の団体の方々が設備を使って実際に試験をするという実績も出てきています。

（プロジェクトのやりがい）
【司会】

全国に誇れる施設なんですね。

県民衛星「すいせん」は県の主要プロジェクトの一つとなっていますが、お二人はこのプロジェクトに参画されていてどのようなことにやりがいを感じていますか。

山西さんいかがでしょうか。

【山西】

やはり私はエンジニアですので、今まで触れたことのない技術に触れることができる、チャレンジできることが魅力の一つだと感じています。

１０年間エンジニアをやってきて、宇宙分野には一度も関わったことがなかったため、その分、難しいですが、やりがいを感じています。

もう一つは県民衛星という名のとおり、このプロジェクトの持っているテーマの大きさです。特定の誰かではなくて、社会全体のために役に立つところに魅力を感じています。

【司会】

中村さんはいかがですか。

【中村】

私も同じように、私だけではなく衛星製造にかかわるエンジニアたちは皆、宇宙開発に関わった経験が少ないです。このプロジェクトを通して、日本の宇宙開発のトッププレイヤーの方々と交流して、大変エキサイティングな仕事ができていると感じています。宇宙産業は成長の本当に初期の段階だと思っていまして、これは日本だけではなく世界でも同様です。未知のことが多く、無限の可能性を秘めていると思っています。

県民衛星プロジェクトを成功させて、福井が日本の宇宙産業の中心となるきっかけになったらいいなと期待しています。
（県民衛星の進捗・開発状況）
【司会】

福井が宇宙産業の中心になることは県民の皆さんの誇りになりますね。

さて、県民衛星「すいせん」の打ち上げが今年の４月から９月に予定されていますが、現在作業はどれくらい進んでいるのでしょうか。

【中村】

県民衛星は３月中の完成を目指して、今いろいろな試験を繰り返し行っており、計画的に作業を続けています。

【司会】

３月中というと、もう間もなくですね。

ソフト面についてはいかがですか。

【山西】

ソフト面では、衛星データを利用するための画像利用システムの試作版が完成しました。試作版には衛星データが搭載されているだけでなく、土砂災害警戒区域などのハザードマップの情報や、高さの情報を加えて３Ｄで表示する機能も搭載しています。
今はモデルユーザーとして福井県に試作版を評価いただいている段階です。その評価をシステムに反映させて３月中に第１版としてリリースしたいと考えています。

第１版と申し上げたのは、ここがまさにスタートですので、システムや衛星データを使っていただくなかで、出てくるコメントやアイデアが確実にあると考えています。それを一つずつキャッチアップして、今後もシステムをアップデートしていきます。
それともう一つ、県民衛星以外の人工衛星との連携も具体的に考えはじめています。例えば災害協定などで、いろいろな衛星のデータを使っていくことも検討しているところです。

【司会】

知事、お二人の話を聞いていると、もう間もなくという気持ちになってきますね。

【知事】

この県民衛星プロジェクトは、すでに成果が出てきていて、県民衛星より更に小型の１０ｃｍ×１０ｃｍ×３０ｃｍの超小型人工衛星を東京大学と一緒に開発しています。アフリカのルワンダ向けの農業センサーを積んだ衛星や水を推進材にした衛星が出来上がってきて、夢が膨らんできています。

また、ガンダム衛星といって、東京2020オリンピック・パラリンピックに向けてメッセージを送る衛星も開発しました。県民衛星の打ち上げを成功させて県内の宇宙産業に弾みをつけていきたいと思っています。

【司会】

県民衛星に対する県民の関心もさらに高めていく必要がありますね。

【知事】

昨年６月に、県民衛星プロジェクトを進めていく意気込みを見せようと、「宇宙技術および科学の国際シンポジウム」（ＩＳＴＳ）を開きました。県民衛星に関する発表も行い、注目を集めました。併せて「宇宙フェスＩＮふくい」という、宇宙を実感してもらうイベントを開き、多くの県民の方に参加いただきました。
また、昨年１１月に発表させていただいた県民衛星「すいせん」という名前、これは名前を公募しましたが、１，３４４件の応募があり、県民の皆さんの盛り上がりを強く感じました。

県民衛星の完成後には、県民の皆さんに見ていただけるように見学会を行いますので、ぜひ皆さんにお越しいただきたいです。
（県内宇宙産業の新たなステージの可能性、今後の抱負について）
【司会】

県民衛星ですから、ぜひ県民の皆さんに身近に感じてほしいですね。

さて、これから福井の宇宙産業が新たなステージに進もうとしています。

皆さんの抱負を聞かせていただきたいと思います。まずは中村さん、お願いします。

【中村】

県民衛星「すいせん」はいよいよ今年打ち上げです。

しっかりと自信の持てる衛星を作り上げて、打ち上げを成功させたいと思っています。
また、先ほど知事にご紹介いただいたように、県民衛星以外にも小さな衛星を数々作っています。昨年は２基打ち上げて、宇宙空間に放出されました。また、今年は大変注目される衛星としてガンダム衛星の打ち上げを控えています。これは東京2020オリンピック・パラリンピックを応援するだけでなく、宇宙産業をさらに盛り上げるものになると期待しています。
このようなプロジェクトの成功を着実に積み上げて、福井が日本の宇宙産業の中心になるように私も邁進していきたいと思っています。

【司会】

では山西さん、お願いします。

【山西】

宇宙ビジネスは大きな広がりを見せていますが、こと利用に関して言えば、福井県なら恐竜、のようなキラーコンテンツがありません。

一方で県民衛星プロジェクトは官民一体になっているところと、モデルユーザーとして福井県がいらっしゃるところが最大の強みだと思っています。まずはこの強みを最大限に生かして、衛星データ利用の事例を作っていきたいと考えています。こうすることにより、宇宙ビジネス自体が広がっていき、福井県が「宇宙」の県として存在感をどんどん高めていくのだと考えています。

【司会】

福井が全国に先駆けて宇宙産業のモデルになっていきそうですね。

最後に知事の抱負を教えてください。

【知事】

今お二人にお話しいただいたように、福井を宇宙の一大拠点にしていくことはとても大事だと思います。そのためには人工衛星製造の拡大、ソフトウェア開発などを福井県民衛星技術研究組合の皆さんにリードしていただきたいと思います。
そして宇宙に限らず、福井の子どもたちに人類の発展のために、未知の世界に挑戦してもらう、そういった県づくりを頑張っていきたいと思っています。

【司会】

輝ける福井の未来に向けて挑戦の一年になりそうですね。中村さん、山西さん、杉本知事、今日はありがとうございました。
【３人】
ありがとうございました。

──　了　──
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